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図書館で扱うデータベースには
実は２種類あるのだ！

z リレーショナルデータベース

z業務システムとかで使う

zデータの更新が容易

zMySQL, Oracle等
z検索エンジン

z検索システムとかで使う

z検索速度が速い！

z Namazu, Solr等



リレーショナルデータベースの
功罪

z検索速度がおそーい
z完全一致ならインデックス機能が使えるが…

z工夫しないと複数項目をまとめて検索不可

z古貨幣ＤＢではこの問題が発生

z全学業務メモＤＢは、プログラム側の工夫で会
費

z構造がちょっと複雑（インターフェイス＋Ｄ
Ｂ）になる



かといって、全文検索エンジンに
も弱点はあるのだ！

z開発のための情報が少ない
z Namazu本が書籍化されたくらい

z インデックス処理が必要なタイプだと

zデータの登録・更新・削除をリアルタイムに
やりにくい

zインデックス時のマシン負荷が大きい

ＰＨＰでMySQLを使わず、検索エンジンを自作もホントは可能！



メタデータ変換

z メタデータを使用するデータベースの枠
に合わせて変換が必要

z作業手順（教科書どおりの場合）
zデータの精査

z変換仕様書の作成

z画像ファイルリンクのルール設定

z変換処理プログラム作成

zワークシート作成

z変換処理実行



画像データベースと画像変換

z画像の配置方法の検討
zディレクトリに置くファイル数が多いとあとあ
と面倒なので、適当に階層化するのがお薦
め

z画像変換処理が必要

z画像を表示するためのＨＴＭＬが必要
zサムネイル一覧

zページ切り替え

zなど



TiffとJpegの違いを把握する

z Tiff (主に保存用として使われる）
z 可逆（データ変換しても劣化しない）

z データサイズが大きい

z Webブラウザでみる場合、プラグインが必要
z マルチページ対応

z Jpeg (主に公開用として使われる）
z 非可逆（データ変換をするたびに劣化）

z データサイズが小さくてすむ

z Webブラウザでそのまま表示できる



その他の画像公開用フォーマット

z PDF
z TIFFtoPDF というTiff→PDF変換コマンド
があるらしい

z Jpeg 2000
z東京大学経済では、Jpeg2000 Part6画像
変換ソフトがあり

z DjVu
z東京大学内での使用は（たぶん）なし



画像変換の方法

z一枚一枚の画像をペイントソフトで変換
するのは面倒

z そこでお薦めは、netpbmというUNIX定
番の画像変換ツールです



画像と著作権

z電子透かし

z改ざんの防止

z画像の流通元の確認

z特にコピーが禁止されるわけではない

zパスワード
z PDFならパスワードを設定することが可能
zただし、これはこれでアカウントの管理が面
倒そう



画像変換ツール netpbm

z 概論
z いったん、netpbmの専用フォーマット“pnm”に変換して各種加工
を行ないます

z netpbmは複数の画像変換コマンドの集合体です。
http://mechanics.civil.tohoku.ac.jp/soft/node42.html

z Tiffからpnmフォーマットに変換する例
tifftopnm xxxx.tif > xxxx.pnm

z pnmフォーマットの画像サイズを30%にする例
pnmscale 0.3 xxxxx.pnm > xxxxx-30.pnm 

z pnmフォーマットの画像を切り取る例
pnmcut 0 0 6500 8700 xxxx.pnm > xxxx_cuted.pnm

z pnmフォーマットの画像を270度回転！
pnmflip -r270 xxxx.pnm > xxxx_270.pnm 

z pnmフォーマットの画像をJpeg(品質は50)に変換する例
cjpeg -quality 50 xxxxx-30.pnm > xxxxx-30.jpg 

z 上記のいくつかの処理をパイプで連結する
tifftopnm xxxx.tif | pnmscale 0.3 | pnmtojpeg -qualiry 50 > 

xxxx.jpg


